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４ 被保険者の健康状況  
(1) ４０～７４歳の健診受診状況  

平成１８年度における郡上市の生活習慣病健診受診状況から、４０～７４歳の

国保被保険者１０ ,６１６人の受診状況をみると、受診者は４ ,２５７人（受診率
４０．１％）であった。  

   平成２０年からの特定健康診査は、除々に健診受診率を向上の目指し、平成２

４年度には６５％になるよう参酌標準が示されている。平成２５年度からの後期

高齢者医療支援金の加算・減算にも影響するため、生活習慣病の医療受診状況と

照らし合わせながら、健診の受診勧奨と未受診者対策を行っていく必要がある。

特に生活習慣病１次予防の対象となる６５歳未満の被保険者の受診率が低いこと

から、受診しやすい健診及び保健指導体制を整備し、若い世代からの生活習慣病

予防に積極的に取り組んでいくことが必要である。  
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(２）健診有所見者の状況 （様式６－２ H17 全国平均・H18 県の特殊合計）  
男女とも血圧の有所見割合が健診項目の中で高いという特徴があった。また、

収縮期血圧が指導値（１３０）を上まわってくるのは、男性は全国平均と比較す

ると５５歳以降で１０年早く、女性は６５歳以降で５年早かった。  
男女とも血糖と HbA1C は年齢とともに有所見割合が高くなっていく特徴があ

った。男性は４５歳以降、女性は５０歳以降に糖尿病予備軍レベル（HbA1C５．
２以上６．０以下）の割合が全国平均との比較、県の特殊合計との比較でも高い。

もう一つの特徴として、女性の肥満の有所見割合は年齢と共に増加し、それと共

に血糖と HbA1C の有所見割合も増加している。男性は、年齢とともに血糖と

HbA1C の有所見割合も増加している。  
男性は女性に比べ若いうちから有所見割合の多い項目が、BMI・中性脂肪・

GPT・尿酸であった。男性は３０代から３人に１人は尿酸と中性脂肪の有所見が
あり、５人に１人は血圧の有所見があった。「血管を傷つけている状態」「エネル

ギーの過剰摂取」が要因であると考えられる。  
県の特殊合計の比較では、尿酸値が男女とも高いという特徴があったが、全国

平均は下回っている。ただし、尿酸値は全市町村で実施しているものではないこ

とから分析にあたっては、留意を要する。  
郡上市の健診有所見の特徴から、男性は３０代からの肥満予防、高血圧予防、

糖尿病予備軍の進行予防対策、女性は４０代からの高血圧予防、糖尿病予備軍の

進行予防対策が必要である。特に内臓脂肪をため込まない、血圧を上げない生活

習慣改善（活動量に見合った食事量や質、適正な飲酒量、運動）に自ら取り組む

ための支援が必要である。また、４０歳代へのアプローチが重要であるため、若

い世代が受けやすい健診時間の設定や健診機会の拡大、そして個別性を重視した

健康相談の体制づくりが必要である。  
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